
個人県民税の超過課税（水源環境保全税)の概要

■税収規模
年額 約４２億円（５年間で約210億円）
■水源環境保全･再生のための平均負担額
年額 約880円（納税者一人当たり）

環境農政局緑政部水源環境保全課水源企画グループ 電話 (045)210-4358(直通)
横浜市中区日本大通１ 〒231-8588 かながわ 水源環境 検 索http://www.pref.kanagawa.jp/docs/pb5/cnt/f7006/index.html

第４期
かながわ
水源環境保全･再生
実行５か年計画 概要版

　神奈川県は、早くからダム建設等の水源開発
に努め、水不足の心配は少なくなっています。
　しかし、将来にわたり良質な水を安定的に確
保するためには、豊かな水を育む森林や清らか
な水源を保全・再生する取組を、長期的・継続
的に行う必要があります。
　そこで、平成17年11月に策定した「かながわ
水源環境保全・再生施策大綱｣と、この施策大
綱に基づき５年間に取り組む「かながわ水源環境
保全・再生実行５か年計画｣により、水源環境の
保全・再生に取り組んでいます。
　令和４年度からの「第４期５か年計画｣では、
11の特別な対策を実施しています。

施策大綱

平成19年度以降の20年間を視野に入れ
た水源環境保全・再生施策を総合的・
体系的に推進するための取組の基本的
考え方や分野ごとの施策展開の方向性
などを示したもの

第４期 ５か年計画

施策大綱に基づき、令和４年度から令
和８年度までの５年間に個人県民税の
超過課税（水源環境保全税)を財源に、
充実・強化して取り組む11の特別な対
策（特別対策事業）
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県内ダム集水域における生活排水処理率

県全体
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丹沢湖
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姥川（日金沢橋)のBOD濃度の経年変化

これまでの取組の成果 第１期から第３期の１５年間の取組の成果です。

森林では ダム湖や河川では

全国的に、人口が多い都市部の水質は
悪い傾向にありますが、神奈川の水源
河川の水質は、これらの取組により、総
じて良好な状態を維持しています。

自然浄化機能の回復を目指し生態系に配慮し
た河川整備を進め、河川の自然環境が改善し
ました。

アオコの原因となる窒素・リンを含んだ生活排
水の水源河川への流入を抑制するため、県内ダ
ム集水域で下水道や合併処理浄化槽の整備に
取り組みました。この生活排水対策やエアレー
ション等の取組により、アオコの発生は抑えら
れています。

公的管理や整備を進めたことにより、適正な手
入れが行われていないスギ・ヒノキ人工林 (C,D,
外）は、６割から２割強に減少しました。

間伐等の手入れを行うことで、地表に太陽の光
が差し込み、下草の生長が見られます。

シカの採食による被害が大きかった丹沢地域で
は、ワイルドライフレンジャーを配置して対策を
強化した結果、植生の回復が見られます。

Ａ：手入れが行われ、良好な状態となっている
Ｂ：適期に手入れが行われている
Ｃ：手入れが長く行われていない
Ｄ：手入れが行われていない
外：ランク外（広葉樹林化している）

水源環境保全・再生
イメージキャラクター
しずくちゃん

区分
県民税

標準税率

年 1,500円
（年 1,000円） 

2%

4%

上乗せ率

年 300円

0.025%

0.025%

市町村民税
標準税率

住民税
合計

年 3,500円
 （年 3,000円） 

8%

6%

年 5,300円
 （年 4,300円） 

10.025%

10.025%

（参考）

均等割

政令市に住所
がある方
その他の市町村
に住所がある方

所得割

水源環境保全税

※ 均等割の（  )内は、東日本大震災の復興財源とし
て標準税率に500円上乗せさせる措置（平成26 年
度～令和5年度)が終了した後の税率

相模原市　姥川
湧水を保全する整備を行い、水質が改善されました。
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南足柄市 三竹
水源の森林づくり事業

人工林現況調査より
(県内水源保全地域内の民有林のスギ・ヒノキ人工林の現況を調査）

丹沢のブナ林では、植生が徐々に回復し土壌流
出が抑えられてきています。



小仏山地/丹沢大山地域/箱根山地

❸❹❺

❶ 水源の森林づくり事業の推進 62.3億円

❷
❶

水源保全地域 11

県内水源保全地域

❸ 土壌保全対策の推進 18.3億円 ❻ 河川・水路における
自然浄化対策の推進 9.5億円

❾ 相模川水系上流域対策の推進 2.2億円

　 水環境モニタリングの実施 10.9億円

　 県民参加による水源環境保全・
 再生のための仕組み 2.1億円

❼ 地下水保全対策の推進 5.8億円

❽ 生活排水処理施設の整備促進 45.6億円

❹ 間伐材の搬出促進 14.1億円

❺ 地域水源林整備の支援 33.3億円

❷ 丹沢大山の保全・再生対策 15.4億円

第４期計画の主な取組み

▶第3期までの取組を基本的に継続し、大綱に掲げ
た将来像の達成に向け、水源環境の保全・再生に確
実な効果が見込める事業を実施していきます。

▶令和元年東日本台風による林地被害、また、昨今
の集中豪雨などによる土砂災害の頻発化、激甚化も
懸念されていることを踏まえ、第３期から進めてい
る土壌保全対策を強化するほか、流木被害の未然
防止の工夫等を図っていきます。

第４期計画が終了する令和８年度末には、施策大
綱期間が終了することから、将来を見据えて事業
を実施し、良好な水源環境を維持するための取組
を進めていきます。

11事業のあらまし ５年間の事業費合計 219.5億円

❾
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◀シカの管理捕獲

（土留め工）

10025953
楕円




